
＜申込サイトのご案内＞
①下記URLまたは右記QRコードへアクセスしてください。
②必要項目を入力ください。
③送信後、セミナー参加方法をご案内いたします。
https://bit.ly/2X4nkno

女性活躍推進セミナー
～企業が整える”家庭も見据えた”働く環境～
女性活躍推進セミナー
～企業が整える”家庭も見据えた”働く環境～

※講演内容については一部変更する場合がございます。あらかじめご了承ください
※登壇者の詳細は裏面をご覧ください

申込方法

1985年の男女雇用機会均等法の制定以降、女性が活躍するフィールドは拡大の一途をたどっています。ま
た、法制度や社内外における環境整備が進み、男女共同参画の指標のひとつ”M字カーブ（結婚や出産による
離職を示す状況）”の改善が図られ、女性労働者数は増加の傾向にあります。

一方、女性従業員が増え活躍する中で、妊娠（妊活）・出産・育児・更年期など、女性従業員のライフス
テージにおける心身や環境の変化と仕事の両立が企業の経営課題として認識されるようになってきました。

本セミナーでは、今後、女性従業員が様々なライフステージを経て、イキイキと生産高く働き続けるため
に、企業としての支援のあり方や支援策についてお伝えします。

＜こんな企業様におススメします＞
・女性活躍推進や女性従業員の生産性向上取組に興味がある。
・女性従業員にどのような支援を行っているか、他社の事例が知りたい。
・健康経営やダイバーシティ&インクルージョン推進している。

主催: 三井住友海上火災保険株式会社 東京企業第一本部

開催日時 2021年10月6日（水）14:00～15:30

講演1
30分

講演2
30分

ライブ配信ライブ配信

女性活躍推進のための両立支援策
【内容】 ①社会的背景と国の動向 ②企業事例からみる!ポイントと対策

③今、企業ができること

MS&ADインターリスク総研株式会社 健康経営サービスグループ

実は身近な不妊治療、経験者が悩む「不妊退職」を防ぐ
【内容】 ①不妊治療の現実 ②治療と仕事の両立課題 ③不妊治療の基礎知識

④治療と両立のために ⑤ninpathの支援について

株式会社 ninpath 代表取締役

定員/費用等 500名（先着）/ ご視聴無料 / ZOOM形式

講演内容

大瀧 雅世氏

神田 大輔氏

講演3
30分

健康経営に寄与する相談窓口のあり方
【内容】①健康経営の実現に向けて ②相談窓口導入の効果

③相談窓口に求められる要件とは?

株式会社 Kids Public 産婦人科オンライン代表 重見 大介氏



＜三井住友海上記入欄＞

部課コード 部課支社名 担当者名 内線番号/外線番号

MS＆ADインターリスク総研株式会社 https://www.irric.co.jp/
＜セミナー事務局＞
リスクマネジメント第四部 健康経営サービスグループ
原・高城・西田

TEL:03-5296-8950／FAX:03-5296-8941
Ｍａｉｌ: KENKO@ms-ad-hd.com

＜受付時間＞
9:00～17:00（土・日・祝日を除く）

お問合せ先

登壇者のご紹介

重見 大介（しげみ だいすけ）氏

株式会社 Kids Public 産婦人科オンライン代表
産婦人科専門医・公衆衛生修士

2010年 日本医科大学卒
2012年 日本赤十字社医療センターにて初期研修修了
2015年 日本医科大学と関連病院にて産婦人科研修修了
2018年 東京大学大学院 公共健康医学専攻修士課程卒業
2018年- 臨床勤務、大学院（博士課程）と並行して

株式会社Kids Publicの産婦人科を統括

講演３

講演２ 神田 大輔（かんだ だいすけ）氏

株式会社ninpath 代表取締役

千葉県市川市出身。慶應義塾大学SFC研究所 上席所員(訪問)ののち、スタートアップ
を経て、国内最大の医療プラットフォームであるエムスリーにて新規事業開発や開業
医支援などに従事。
2020年3月に株式会社ninpath創業。経済産業省 令和3年度「フェムテック等サポー
トサービス実証事業費補助金」における補助事業者として採択。
不妊治療当事者を対象としたセミナーや企業セミナー、ラジオ出演などにより、不妊
治療の啓蒙活動に務める。
家庭では、一児の父。土日の料理担当として日々新たな料理に挑戦している。

講演１ 大瀧 雅世（おおたき まさよ）氏

MS&ADインターリスク総研株式会社 リスクマネジメント第四部
健康経営サービスグループ テクニカルアドバイザー
博士（医学）・作業療法士

作業療法士免許を取得後、筑波大学にて博士号（医学）を取得。
病院や介護老人保健施設にて勤務後、大学にて専任講師として勤務。その経験を活か
して、コンサルタント業に転身し、現在に至る。健康・医療領域の出講や調査研究等
を行っている。
プライベートでは2児の母。育休中に学位を取得した経歴を持ち、ワークライフバラ
ンスに関する受賞歴がある。


